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け
ら
れ
、
同
年
十
一
月
に
は
軟
石

で
造
ら
れ
た
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。

　

翌
年
に
は
、
同
連
合
会
の
女
性

部
が
石
山
緑
地
に
軟
石
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
寄
贈
し
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
。
開
催
に
当
た
っ
て
は
、

住
民
か
ら
た
く
さ
ん
の
寄
付
や
応

援
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
と
言
い
ま

す
。

�
　

軟
石
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、
四
つ
の

町
内
会
連
合
会（
石
山
、芸
術
の
森
、

藻
岩
、
藻
岩
下
）
と
石
山
の
商
店

街
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
ら
に
よ
る

「
石
山
緑
地
芸
術
祭
運
営
委
員

会
」
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
平
成

九
年
四
月
の
こ
と
。
石
山
地
区
だ

け
で
は
な
く
、
近
隣
の
町
内
会
組

織
と
の
幅
広
い
協
力
体
制
を
取
る

�
　
「
私
た
ち
の
誇
り
で
あ
る
軟
石

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
」。

そ
ん
な
気
持
ち
を
抱
い
て
い
た
石

山
地
区
の
人
々
の
活
動
が
本
格
化

し
た
の
は
平
成
七
年
の
こ
と
で
す
。

　
「
採
掘
場
跡
の
景
観
を
生
か
し

た
公
園�
石
山
緑
地
�の
完
成
が
近

づ
い
て
い
た
こ
と
が
理
由
の
一
つ

と
し
て
あ
り
ま
し
た
」
と
当
時
を

振
り
返
る
の
は
、
石
山
地
区
町
内

会
連
合
会
会
長
の 
福  
士  
昭  
夫 
さ
ん

ふ
く 
し 
あ
き 
お

で
す
。

　

こ
の
年
、
同
連
合
会
と
ま
ち
づ

く
り
団
体
が
石
山
の
街
を
貫
く
旧

国
道
の
愛
称
を
住
民
か
ら
募
集
。

こ
の
道
は「
石
切
山
街
道
」と
名
付

こ
と
に
よ
り
、
地
域
へ
の
波
及
効

果
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
そ
う
で

す
。

　
「
地
域
の
人
々
に
優
れ
た
舞
台

や
演
奏
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
か
っ
た
」
と
語
る
の
は
石
切

山
街
道
ま
ち
づ
く
り
の
会
代
表
の

 
岩  
本  
好  
正 
さ
ん
。
同
年
八
月
に
開

い
わ 
も
と 
よ
し 
ま
さ

催
さ
れ
た
第
一
回
芸
術
祭
の
初
日

に
は
、
道
内
で
は
な
か
な
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
薪
能
を
上
演
。

収
容
人
員
約
三
千
五
百
人
の
会
場

に
四
千
人
も
の
観
客
が
訪
れ
、
関

係
者
を
驚
か
せ
た
と
言
い
ま
す
。

　

芸
術
祭
で
は
、
そ
の
後
も
市
内

の
芸
術
文
化
団
体
に
出
演
を
呼
び

掛
け
る
な
ど
、
毎
年
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
着
実
に
活
動
の
す
そ
野

を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
催
に
当
た
っ
て
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
が
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
活
躍
で
す
。

会
場
案
内
な
ど
、
ま
ち
ぐ
る
み
で

芸
術
祭
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
「
芸
術
祭
の
成
功
を
き
っ
か
け

に
地
域
の
連
帯
感
が
よ
り
一
層
強

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通
じ

て
、
も
っ
と
多
く
の
人
々
に
石
山

を
訪
れ
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
軟
石
の
歴
史
や
文
化
、
そ
し
て

私
た
ち
の
ま
ち
の
良
さ
に
触
れ
て

も
ら
い
た
い
」
と
語
る
福
士
会
長
。

　

将
来
は
、
軟
石
や
石
山
の
歴
史

を
解
説
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
を
は
じ
め
、
札
幌
軟
石
で
造
っ

た
建
物
を
所
有
す
る
人
々
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
な
ど
も
考
え

て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　

地
域
の
宝
で
あ
る
文
化
遺
産
を

有
効
に
活
用
し
、育
成
・
発
展
さ
せ

な
が
ら
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
。
そ
ん
な
石
山
地
区
の
取
り

　「最盛期の大正から昭和の初めにかけ
ては、石工が５００人以上はいたかな。彼ら
の多くは石工の仕事で生計を立てていた
けど、中には農家の副業として働いてい
る人もいたよ。
　昔は機械なんてないから、採掘はすべ
て手掘り。力仕事だし、がけ地での作業
が多くて危険だったけれど、給料が出来
高制だったので、みんな日の出から日の
入りまで一生懸命働いていたね。
　冬は、採掘場で表土（火山灰）を取り
除く作業をしたり、市内の除雪作業をし
たりして、生活費を稼いだもんだよ。
　また、毎月１日は、石屋がお休みで石
工の仕事も休み。だから小学校の運動会
は毎年６月１日と決まっていたんだ」

昔の石工たちでつくる「札幌軟石・石工友の会」

事務局長　 渋  谷  光 男   さん（７５歳）
しぶ や みつ お

▲札幌軟石・石工友の会の皆さん。

左から 地  蔵 
じ ぞう

 守 
まもる

さん、 小  原  正  治 さん、 渋  谷  光  男 さん
お ばら まさ はる しぶ や みつ お

▲昭和初期の採掘場の様子
　写真は、当時１６歳ころの地蔵さん

▲石山緑地芸術祭は毎年八月に開催されます。ローマの古代遺跡を思わせる幻想的な
雰囲気の中、薪能をはじめ、和太鼓、吹奏楽、スペイン舞踊など、毎年さまざまな
芸能が披露されています

▲

「
石
切
山
街
道
」
の
石
碑
。
南
区

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て
設
置
さ
れ
ま
し
た


